
令和２年度 （一社）島根県建築士事務所協会主催 

第１０回「学生設計コンクール」 

最優秀賞・優秀賞を受賞しました！ 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年２月１７日（水）に本校で、（一社）島根県建築士事務所協会主催 第１０

回「学生設計コンクール」の受賞式が行われました。｢私の住みたい家｣のテーマで県

内工業高校より応募された１０作品の中から、建築・電気科３年 山根唯音さん（江東

中出身）が最優秀賞を受賞しました。また、建築・電気科３年 吉田航太郎さん（金城

中出身）が優秀賞を受賞しました。おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最優秀賞】講評  

House standing on the hill 丘の上の家 

    ～地域の人たちの小さな映画館～ 

住宅は個人の財産ですから、基本的には所有者

の思い通りに作る物です。しかし、外観や外部空

間など地域と接する部分は、完全なプライベート

とは言えません。地域の景観やコミュニティーと

のつながりを意識する必要があります。そういう

意味で、この作品はよく考えられていると思いま

す。 

江津本町という特定の地域を想定し、素材や形

態が考えられています。それだけでなく、地域の

ミニシアターとして位置づけ、住民の集いの場と

して｢ひだまりホール｣など中間領域を拡大してい

る点も良いと思います。ただ、住宅としてのプラ

ンニングは、南面中央を｢ひだまりホール｣に取ら

れたため、内部動線が長くならざるを得なくなっ

ています。この点が少し残念ですが、もう少し練

り上げれば改善案もでてくるかと思います。今後

の精進を望みます。 

 

【優秀賞】講評 

江津本町大屋根の家 

～大屋根の家、地元住民のつぶやき

が聞こえる通り～ 

20 年後の｢私｣が地元である江津市

内に家を構える計画である。 

その土地の持つ歴史的背景や地域

との関わりを配慮した住宅は。｢大屋

根の下、地域住民のつぶやきが聞こえ

る通り｣をコンセプトに計画されてお

り、建物をとおして地域の人との関わ

り方や、生活をより豊にする具体的な

提案が評価された。 

環境への配慮についても検討され

ており、ＳＤＧＳ認定住宅をも視野に

入れた計画についても興味深い提案

となっていた。 



【最優秀賞】 House standing on the hill 丘の上の家 

    ～地域の人たちの小さな映画館～          建築・電気科３年 山根唯音さん 

 

【優秀賞】江津本町大屋根の家 

～大屋根の家、地元住民のつぶやきが聞こえる通り～ 建築・電気科３年吉田航太郎さん 


